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１． 概 要

吊橋の死荷重を軽減しコスト縮減を図ることを目的に、オープングレーチングを走行車線に適用した桁構

造を検討している（ 。オープングレーチングを走行車線に使用した吊橋としてマキノ橋、４月２５図－１）

日橋等があるが、国内では小規模吊橋のみで幹線道路で使用した実績がない。

オープングレーチングを走行車線に適用するにあたって、特に湿潤状態におけるタイヤとグレーチング間

の摩擦係数の低下等が問題になる。そこで、海峡横断道路プロジェクトの検討成果 を参考に、表面に突起１）

を設けるとともに、主部材間隔を狭くしたオープングレーチングの実車制動試験を行い、その摩擦特性と走

行性を確認した。

２．オープングレーチングの種類

試験に用いたオープングレーチングは主部材に圧延で突起を付けた量産品（ 、以下「形鋼タイプ」図－２

と呼ぶ）と平鋼にパンチング加工により突起を付けた構造（ 、以下「パンチングタイプ」と呼ぶ）の図－３

２種類である。両タイプの主部材間隔はタイヤ幅が狭いミニバイクの走行性にも配慮して とし、隙30mm

間を にした。なお、製作コストをさらに安くするため、横部材のスクリューバーを圧接して主部材25.5mm

に取り付けた。

３．実車制動試験の要領

試験速度は橋の設計速度 を考慮して設定した（ 。オープングレーチング試験体の敷設長50km/hr 表－１）

さは制動距離を考慮して にした。試験車は乗用車、自動二輪車とミニバイクの３種類とした。制動試60m

験では試験車をオープングレーチング手前まで加速させた後 目標位置で急ブレーキをかけて停止させた、 （写

真－１）。速度Ｖは路面に設けた踏み込み式センサーで測定し、ブレーキをかけてからの制動距離Ｌをブレ

ーキライトの点灯位置と停車位置から求めた。オープングレーチングの設置方向は、試験車が主部材に対し

て縦方向と横方向に走行する場合の２種類とし、乾燥状態と湿潤状態について試験をした。なお、湿潤状態

にするためスプリンクラーで散水した。

４．試験結果

乗用車の湿潤時制動距離Ｌは道路構造令の制動停止視距の値以下で停止するとともに（ 、動摩擦図－４）

係数も大きく良好な結果（ ）が得られた。制動距離はパンチタイプ縦方向、パンチタイプ横方向およ図－５

び形鋼タイプ横方向、形鋼タイプ縦方向の順に短くなった。また、自動二輪車とミニバイクの制動距離も比

較的良好な結果が得られた。

なお、ブレーキ時の試験車の挙動も安定していて問題がないことを確認した。

５．あとがき

本研究により、突起を付けた道路橋用オープングレーチングは良好な摩擦特性と走行性を有していること

が確認された。今後、オープングレチングの実用化に向け取付構造詳細および耐疲労性等について検討を行

う予定である。
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図－１ 補剛桁断面 写真－１ 乗用車試験状況

図－３ パンチングタイプグレーチング

表－１ 試験速度

試験車 規格 試験速度( )km/h

図－２ 形鋼タイプグレーチング 乗用車 ､ ､ ､2000cc 30 40 50 60

自動二輪車 ､ ､ ､400cc 30 40 50 60

ミニバイク 50cc 30

図－４ 乗用車制動距離（湿潤時）

図－５ 乗用車摩擦係数（湿潤時）
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